
2019年4月22日（月）  姶良市定例記者会見資料

日時　平成31年４月22日（月）午後１時30分~
場所　姶良市役所本館２階　市長室

AIRA PRESS

次回は、５月20日（月）午前10時～　市長室

半世紀ぶり姶良市で開催。県防災訓練
湯元も甲冑を着る──。義弘公を偲ぶ催し
新庁舎の設計者候補3者、公開プレゼン

今回の
トピックス

1 .  

2 . 

3 . 

姶良をＲこう。ＧＷは原風景遺る「ＲＥＮＧＥの里」
ある れ　　ん　　げ
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つ
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ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。

姶
良
を
ぜ
ひ
、ご
散
策
く
だ
さ
い
。

MONTHLY FEATURE みどころイベント

4
2019 （ H31）



5月19日（日）
午前8時～午前11時30分

加音ホール(加治木運動場)、
加治木港イオンタウン姶良

　　県の総合防災訓練が今年は姶良市で実施さ

れる。当市で実施されるのは昭和46年に旧加治

木町で開催されて以来48年ぶりとなる。

　今回の訓練は国の災害対策基本法や県の地域

防災計画、そして姶良市地域防災計画に基づ

き、関係機関との相互連携、地域住民の防災意

識を高めることを目的に実施される。

　参加機関は、自衛隊、第十管区海上保安本

部、鹿児島地方気象台、県警、消防、病院、通

信・電力企業など全85機関。市民も避難訓練に

参加。三反園県災害対策本部長（知事）も指揮

する。

自衛隊や第十管区海保、気象台、県警なども参加

令和元年度鹿児島県総合防災訓練

想定

主な訓練

担当窓口 危機管理課／本庁本館２階　鉛山（なまりやま）　☎66-3063

主催　鹿児島県、姶良市

半世紀ぶり姶良市で開催。
市内３か所で県防災訓練

　地震（県北西部を震源、Ｍ6.9、震度６強）、集中豪雨などの複合災害により多くの負傷者

や孤立住民が発生。

●各種通信手段を活用した災害情報、避難指示などの住民伝達

●避難行動要支援者などの避難を含む広域住民避難訓練

●大型商業施設を利用した救出・救助訓練

●各機関の連携による道路啓開、救助、災害医療の実施

●ライフライン（電気、電話、水道等）の応急復旧

●災害対策本部、現地合同調整所の設置・運営

●臨時災害放送局の設置・運営など
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　当日は、どなたでも臨場感のある訓練の模様を見学
できます。炊き出し(カレーなど）の配布や企業や団体
の防災関連展示ブースなども並びます。専用駐車場は、
あいら自動車学校北側にありますのでご利用ください。

見学自由

会場は3か所、主な訓練の流れ

8:00

9:00

航空機･ドローンによる被害調査
船舶･ヘリによる救助
住民の初期消火活動
陸･海上での大規模消火活動
終了予定

加音ホール・加治木運動場 ( 本会場）

　大規模な防災訓練は市が2年に1回実施。県では、毎年43市町村
のいずれかで開催し、今年は姶良市で合同防災訓練が実施しされ
ます。訓練は県北西部を震源とする地震、集中豪雨などの複合災
害により、孤立住民や多数の負傷者が発生したことを想定。防災
関係機関をはじめ多くの人が密接に連携し、防災意識の向上と災
害時の対応を再確認します。

8:00

9:00
10:10

10:40

11:30

地震発生
市内全域に情報発信
避難訓練開始
炊き出し､展示ブース開設
自衛隊航空機･県警ヘリ
による情報収集
電気･水道復旧訓練
警察･救助犬の捜索訓練
倒壊家屋からの救出活動
傷病者集積所の教護
終了予定

ンンウンウンウタウタウウタウンンタンタオンオンイオイオイオイイ 良ンイイイイ タタンンタ 姶姶ン良姶良姶オオ ウンオオオオ 姶良姶良姶ウウン姶良タウタオオイオンタウ
8:00

8:40

消防自動車の避難者救出活動
防災ヘリによる避難者の吊り上げ救出
終了予定

県自動車学校

加治木
記念病院

【本会場】
加音ホール
運動場

【本会場】
加音ホール
運動場

P
専用駐車場専用駐車場

専用駐車場から本会
場へシャトルバスを

随時運行。
※誘導員と案内看板の指示があります。

イオンタウン姶良

資料／広報紙抜粋

～家庭、職場、地域の防災能力を確認。災害時の課題を見つけるきっかけに～

県と市が連携し、災害に強いまちに──。

午前8時､市内全域に防災行政無線などで情報発信

加治木港



ＧＷ中～

ブース出展
中央公園内の「ユメイロストリート」に出展
●義弘公ゆかりの地、４市町のＰＲ
●甲冑試着ブースの設置
●義弘公射的ブースの設置

ステージＰＲ
●武将隊のパフォーマンス
●湯元市長（三州同盟会議会長）によるＰＲ

　薩摩の剣術「示現流」、武士の教養のため
の音楽として知られる「薩摩琵琶」の弾奏、
三州同盟会議（日置市、湧水町、えびの市、姶
良市）の４首長が甲冑を着て行う武者行列
などを実施する。

●決起メッセージ
●示現流演舞
●薩摩琵琶弾奏
●シャムづ義弘
　ＰＲ隊長就任式

島津義弘公没後 400 年記念行事、続々。

島津義弘公没後 400 年記念プロジェクト、３市１町連携「三州同盟会議」

大型連休後、絵本製作なども進行中

　大型連休中で多くの集客が見込める時期に、鹿児島市の仙厳園と中央公園で島津義弘公の功
績を顕彰し、その魅力を広く伝える。今年度はGW後も7月21日（命日）の催しや10月の特別展、
義弘公を描いた絵本製作なども予定している。

担当窓口 商工観光課 観光係／本庁本館２階　神薗・今里　☎66-3145

湯元も甲冑を着る──。
義弘公を偲ぶ・称える催し

示現流と薩摩琵琶

午前10時50分～正午
仙巌園
主催　三州同盟会議
　　　※島津興業との協同イベント

5月2日（木）

シャムづ義弘

ＫＹＴ 天テレ博２０１９

午前10時～午後５時

テンパーク（鹿児島市中央公園）

主催　KYT鹿児島読売テレビ
　　　※三州同盟会議として参加

4月28日（日）

4月27日（土）～28日（日）

午後１時（10分間）

4月27日（土）
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5月11日（土）
午後1時～午後4時30分
※開場 12：30
姶良公民館２階会議室

新庁舎設計者候補3者
公開プレゼンで設計提案

　公募型プロポーザル方式で実施する姶良市役

所本庁舎の設計業務を担う事業者を選定プロセ

スを市民に公開。新庁舎設計者の候補３者のプ

レゼンテーションとヒアリングを実施する。

　３者は今年１月に公告した公募により参加を

表明。いずれの参加者も参加資格を満たしてい

たことから、今回のプレゼン（二次）審査対象

者として市から技術提案書の提出を要請した。

　当日は学識経験者などで構成する「姶良市複

合新庁舎建設設計業務委託事業者選定委員会」

が審査。新庁舎の設計業務に対する考え方や取

組体制、市が設定した４つのテーマ（特定課題）

に対する技術的な提案などを審査し、豊富な知

識や経験、柔軟な創造力、高度な技術力を持つ最

優秀者を決定する。

　傍聴希望者は、姶良公民館２階（当日窓口）で

受付名簿に住所、氏名を記入し、入場に必要な傍

聴券を受け取る。参加自由、傍聴席は 100 席程度

（先着順）。

　報道各社のみなさんにはネックストラップな

どを準備させていただきます。

１．市民の安全・安心を確保できる、地域防災拠点としての庁舎

２．市民に親しまれ、まちづくりの拠点となる庁舎

３．人にも環境にもやさしく、経済的な庁舎

４．機能性・効率性が高く、市民サービスの向上を実現する庁舎

庁舎建設の審査プロセスを透明化──。

姶良市複合新庁舎（本庁舎）設計業務委託事業者選定に係るプレゼンテーション＆ヒアリング審査の公開

市がリクエストした４つのテーマ（技術提案）

審査結果は５月15日に市ホームページで公開

　公開プレゼンテーション・ヒアリング終了後、選定委員会（非公開）が最終審査し、最優秀者と次順位者

を選定。審査結果は５月 15日（水）午後５時までに姶良市ホームページで公表。

担当窓口 行政管理課 庁舎建設係（本庁本館２階）　坂元・安永・緒方　☎66-3075

※最優秀者の提案に基づき十分協議して本設計とします。プレゼン案は最終イメージではありません。

主催　姶良市



4月28日（日）
午前10時～午後１時

えぼし館周辺（北山2712）

　姶良市の北端に位置する北山上自治会。

信号も、街灯も、コンビニも、自動販売機も

ない集落で、「何もないけど田んぼがある」

との思いで始まった「れんげの里プロジェ

クト」。昭和 43年に閉校となった「堂山小学

校」を中心とした農村集落に、昔のようなれ

んげ畑を再生させ、地域を元気にすること

を目的とした活動です。

　平成28年からスタートし、今年で4年目。

れんげのほのかな香が、懐かしい春を呼び

起こし、心の華を満開にします。人工物もほ

とんどなく、遺すべき日本の原風景だと注

目されています。

　４月下旬から５月初旬まで、集落内の田

んぼにれんげの花が咲き乱れます。昨年よ

り花のつきかたが期待できそうです。

５色味わう散歩道、季節限定「れんげの里」の時期

フットパス

担当窓口 商工観光課 観光係／本庁本館２階　羽田野　☎66-3145

主催　北山上自治会
　　　れんげの里プロジェクト

姶良をＲこう。
原風景遺る「れんげの里」

ある

　フットパスはイギリス発祥。森林や田園

地帯、古いまち並みなど、地域に昔からある

風景を楽しみながら歩くこと（foot）ができ

る小径 (path) のこと。れんげ畑の広がる集

落をのんびり歩き、ゆっくりと１日を過ご

す、贅沢なコース。応募した 100 人が歩く予

定です。

　あいらフットパスは、市観光協会「あいら

フットパス実行委員会」が企画。平成 26 年

に県内初のフットパスを誕生させ、現在５

コースある。「れんげの里」コースもそのう

ちのひとつで、平成 29年（2017）にフット

パス化。山田地区にスポットをあてた「水と

ゆきえの物語」コースも昨年お披露目され

ました。

れんげまつりは、５月３日／金曜日（午前10時～午後３時）えぼし館周辺

MONTHLY FEATURE みどころイベント

北山上

市役所






